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Abstract
Two historic Mongolian scripts, Soyombo and Zanabazar Square, have been proposed 
for inclusion in the international character encoding specification ISO/IEC 10646. There are 
two contrasting designs of the coded character sets for Indic scripts—the virama model and 
subjoined model—but the designs of the proposed character sets are a combination of the two. 
Furthermore, the designs for the two scripts are different in several respects. In this article, the 
proposed designs are analyzed and the backgrounds of the differences are described. Some of 
the differences can be justifi ed by the different natures of two scripts, but others cannot. Further 
research into the two scripts is required for the stable design of the coded character sets.
１．背景
　ISO/IEC 10646[1]はいわゆるUnicode規格 [2]の
基盤となっている文字符号の国際標準規格であ
る。文字符号の国際規格は他にもさまざまなも
のがあるが、近年の多くの電子文書が ISO/IEC 
10646あるいはUnicodeを前提とした設計である
ため、さまざまな文字を ISO/IEC 10646へ追加す
る提案が出されている。本稿では数年前から審議
されているモンゴルの歴史的文字であるソヨンボ
文字 [3]とザナバザル方形文字 1についての動向を
報告する。
1.1. ソヨンボ文字・ザナバザル方形文字につい
て
　ソヨンボ文字（図 1, 図 2）とザナバザル方形文
字（図 2）は17世紀のモンゴルの活仏オンドゥル・
ゲゲン（1635～ 1723）が1680年ごろに制作した
文字で、インド系のアブギダ文字と見られている。
アブギダ文字とは、表音文字を母音の表記方法に
よって以下のように3つに分類した場合の一つで
あり、インド系文字に共通する大きな特徴である。
z アルファベット
全ての子音・母音を単体の文字で表記する。
ラテン文字など。
z アブジャド
子音は表記するが母音は省略する。アラビア
研究ノート
図 1: ソヨンボ文字の表[4]。
モンゴルでの伝統的な排列に従っており、まずモンゴ
ル語表記に使われる文字が最初に集められている。46
番目以降はモンゴル語表記には用いられない文字であ
る2。
図2：ソヨンボ文字・ザナバザル方形文字を含むサン
スクリット語資料。
最上段がランジャナ文字3、2段目がソヨンボ文字、3
段目がザナバザル方形文字、4段目がチベット文字で
ある。[5]より引用。
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文字など。
z アブギダ
子音は単体の文字で表記するが、子音文字が
既定の母音を含んでおり、これと異なる母音
を用いる時に母音符号を付加するか、または
母音文字を書く。デヴァナガリ文字など。
　これらの文字の特徴は文字の発展に際して必ず
維持されるとは限らない（たとえば現代ウイグル
語の表記に用いられる文字はアラビア文字に由来
するが母音も表記するためアルファベット化して
いる）が、現時点では両文字はアブギダ文字とし
て用いられたと考えられている。また、両文字は
併用される記号類から、チベット文字 [6]と深い
関係にあると推定されている 4。両文字とも、モ
ンゴル語 5に加えてチベット語、サンスクリット
語を表記できたが、当時既にウイグル文字から派
生した縦書きモンゴル文字 [7]が使われていたた
め、この2つの文字の用途は宗教的・儀礼的な領
域に留まったと考えられており、仏典以外の一般
文書の資料は殆ど無い。この2つの文字の正書法
を定義した教科書のようなものも見つかっておら
ず、また仏典資料も多くは社会主義時代のモンゴ
ル仏教寺院の破壊の際に失われたと考えられてお
り、この文字の特徴を正確に把握することを困難
にしている。
　この2つの文字が想定している3つの言語は、
この文字以前からの伝統的な文字を持つが、それ
ぞれの伝統的な文字が音声をどの程度細かく書き
分けるかには差がある。たとえば、伝統的なモン
ゴル文字においては複数の子音を同一の文字で表
記するものがある（キリル文字表記やローマ字表
記では書き分ける t, dやk, gを、現在の伝統的モ
ンゴル文字用法では書き分けないが、さらに古く
はč, , yやb, fも書き分けなかった）が、チベッ
ト文字の場合は、このような例はなく、さらにサ
ンスクリット語表記などで用いられる複数の子音
字を組み合わせたものも一文字と数える。ソヨン
ボ文字・ザナバザル方形文字とも、チベット文字
で個別の文字と考えるものをできるだけ書き分け
るように設計した結果、この2つの文字体系には
モンゴル語表記には用いられない文字が多数含ま
れている。さらに複雑な問題として、表記してい
る言語によって同一文字の音価を変えて対応して
いたことがある。たとえば、モンゴル語で子音d
を表記する文字が、チベット語やサンスクリット
語を表記する際には子音 tを表記するのに用いら
れる。チベット語やサンスクリット語で子音dを
表記するのに用いられていた文字はモンゴル語d
図 3: ソヨンボ文字の言語別音価（M:モンゴル語、S:サンスクリット語、T:チベット語）。
ソヨンボ文字の右に示されるのは文字名（後述）である。チベット語専用の文字はあるが、サンスクリット
語専用の文字はない。[9]より引用。
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音の表記には用いられないのである。さらに、モ
ンゴル語の子音 tを表記する文字も別に存在する
が（伝統的モンゴル文字では t、dを書き分けなかっ
たことに注意）、チベット語やサンスクリット語
の表記においてはこれが子音 thを表記する、と
いった用法である。以上より、ソヨンボ文字・ザ
ナバザル方形文字の同定には「何語を表記した資
料であるか」を特定することが重要であるが、仏
教関係の資料にはモンゴル語仏典であっても多数
の借用語が流入するため、この特定も必ずしも安
定するものではない。
　図 3、図 4に、本稿で扱うAnshumanの提案文
書 [8][9] より、両文字の、各言語での使用状況お
よび発音の表を引用した。
図 4: ザナバザル方形文字の言語別音価（M:モンゴル語、S:サンスクリット語、T:チベット語）。
ザナバザル方形文字の右に示されるのは文字名（後述）である。チベット語専用、サンスクリット語専用の文字が
あることに注意。[8]より引用。 
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２．標準化動向と提案内容について
2.1. 提案までの経緯
　ソヨンボ文字の標準化は1998年ごろに日本と
モンゴルの合同提案として始まったが [10] 、数
年後にモンゴル側の資金的な問題により停止
した [11]。その後、2010年に米国の規格専門家
Anshuman Pandeyがまずザナバザル方形文字の標
準化提案を開始し [12]、さらに同年にはソヨンボ
文字の標準化提案も行った [13]。1.1節で述べた
ように両文字ともチベット文字と非常に近い関係
にあると考えられており、Anshumanによる提案
はインド系文字の符号化方式をどのように両文字
に向けて拡張するかという部分に特徴がある。
2.2. インド系文字の符号化方式（virama model
とsubjoined model）
　インド系文字の符号化における特徴的な問題と
して、複合子音を表記する場合に複数の子音文字
が連結した合字字形の取り扱いがある [14]。アブ
ギダ文字に関して説明したように、インド系文字
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の子音文字は子音Cだけを表記するのではなく、
単体であっても、既定の母音Vを既に含んだ音
節CVを表す。この、子音文字だけで指示できる
母音を随伴母音と呼ぶ（通常aである）。従って、
単純に子音文字を並べるとCVCVという音を表記
したものと区別できず、CCVという複合子音（を
含む音節）を表記できない。このため、複合子音
を表記する際には複数の子音文字が結合した合字
字形を用いる。たとえば図 1の30番以降には、複
数の文字を縦方向に結合したものが見て取れるで
あろう。インド系文字の符号化技術では、これら
の元の文字が変形あるいは結合した集まりを「ク
ラスタ」と呼ぶ。一つの音節が一つのクラスタで
表現されることもあるが、そうでない場合もある
（一つの長い音節を複数のクラスタで表記する場
合や、あるいは宗教的シンボルなどでは複数の音
節を一つのクラスタとする場合もある）。複合子
音の数は子音文字の数よりずっと多いため、クラ
スタをどのように符号化文字列で表現するかが問
題となる。伝統的なインドの工業標準ではvirama
と呼ばれる「子音文字に随伴している母音を取
り消す符号」（本来は終子音を表現するための符
号である）を符号化した子音文字の間に挿入す
ることで、CV + virama + CV → CCVのように解
釈させるという方式をとった。これは通常virama 
modelと呼ばれる。これと対照的な方法としては、
クラスタを表記するためだけに、クラスタの部分
図形として変形させた子音文字（ここではcVと
表記する）を別に符号化し、CV + cV → CCVの
ように解釈させるという方式である。これはチ
ベット文字の符号化方式で用いられている手法
で、一般的な呼称は定まっていないが、ここでは
Anshumanの提案書に従い、subjoined modelと呼
ぶ。subjoined modelはクメール文字の標準化にお
いて全面的な採用を主張されたことがあるが、現
時点ではチベット文字（全体）や、ラオ文字の
semivowel （semivowelの  （lo）と  （nyo）は子音
文字 （lo）と （nyo）が変形したものである）
などの部分的な採用にとどまり、新たに符号化さ
れるインド系文字はほぼ全てvirama modelを基本
としている。
2.3. ソヨンボ文字・ザナバザル方形文字の提案
の概観
　図 5にAnshumanが提案する文字表を示した。
文字表で、各文字の下に記入してある16進数が
ISO/IEC 10646における文字番号で、一般に符号
位置と呼ばれる。ISO/IEC 10646における符号位
置であることを示すため、文字番号11A50の前に
前置記号U+を付加してU+11A50のように表記す
ることがよく行われるので、本稿でもこれに従う。
この提案はどちらもvirama modelに基づくとされ
るが、仔細に見ると subjoined modelの要素も少な
くないことがわかる。
　文字表は、大まかに母音符号、子音文字、句読点・
区切り記号のグループに分かれており、各文字は
チベット語表記に用いた場合の音価に基づいて命
名され、チベット文字に準じた排列で整理してい
る。その詳細は図 3、図 4、また表 4を参照され
たい。ソヨンボ文字では符号位置U+11A5Bまで、
ザナバザル方形文字ではU+11A0Aまでが母音文
字（単体で母音を表記する文字）、あるいは母音
符号（子音文字に付加されて随伴母音を別の母音
に置換する符号。単体では機能せず、先行する文
字が必要なため、点線の丸が書き加えられている）
であり、それに続いて子音文字が配置される（ソ
ヨンボ文字ではU+11A83、ザナバザル方形文字で
はU+11A32まで）。その後、virama modelでは不
足している機能を補うための文字、具体的には複
合子音を表記するための変形済みの子音符号や制
御文字類が続き（ソヨンボ文字ではU+11A84～
U+11A97、ザナバザル方形文字ではU+11A33～
U+11A3E）、最後に句読点や区切り記号を集める
という構造である。
　この、virama modelでは不足している機能を
補うための文字群（図 6、図 7）の設計が両文字
で異なるので、それに関して見ておきたい。図 
6、図 7は文字表に添付して示されている文字リ
ストで、各文字には ISO/IEC 10646の中でその文
字を特定するための文字名が付与されている。
ISO/IEC 10646では文字図形は参考情報であって
規格更新とともに変更されうるが、文字名は規定
であって変更できない。Anshumanの提案ではこ
の文字名は機能名に加えてチベット語表記の発音
図 5: Anshumanによるソヨンボ文字（左）[9]とザナバザル方形文字（右）[8]の符号表。
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図 6: ソヨンボ文字提案の文字リストのうち、子
音文字以降から句読点以前の部分。[9]より引用。
図 7: ザナバザル方形文字提案の文字リストのうち、子音文字以降から句読点以前の部分。[8]
より引用。
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（図 3、図 4を参照されたい）に基づく文字名を
付加している。本稿では両文字を比較するため、
以下ではこの音価に基づく文字名によって文字を
指示する。
　まずソヨンボ文字には、U+11A84～ U+11A87
で符号化されている4文字（la, sha, sa, ra）の
cluster-initial lettersがある。詳細は3.2節で述べる
が、これは複合子音を表現する際、通常変形しな
いクラスタの先頭の子音文字が変形する場合の字
形を別途符号化したものである。同様のものがザ
ナバザル方形文字にもあるが、U+11A3Aで符号
化されている1文字（ra）だけである。続いて、
ソヨンボ文字ではU+11A88～ U+11A93で終子音
を表記するための符号が12字、符号化されている。
同様のもの（cluster fi nal consonants）がザナバザ
ル方形文字ではU+11A3B～ U+11A3Eで4文字符
号化されている。変形後の字形を個別に符号化す
るものであり、subjoined modelの要素を取り込ん
でいるといえるであろう。これらの文字の役割に
ついて表 1に整理し、また両文字でどのような子
音文字に対して別字符号化されているかを表 2に
表 1: 複合子音および終子音表記における、virama, subjoiner, ﬁ nal consonant mark, 
cluster-initial consonantおよびﬁ nal consonant signの役割。
詳細については3.1節および3.2節を参照されたい。
erauqSrazabanaZobmoyoS
」ྜᏊ㡢[ CCV ]
㻯㻌㻗㻌 㻌 㼟㼡㼎㼖㼛㼕㼚㼑㼞㻌 㻌 㻗㻌㻯㻌 㻯㻌㻗㻌 㻌 㼢㼕㼞㼍㼙㼍㻌 㻌 㻗㻌㻯㻌
㻌 㼏㼘㼡㼟㼠㼑㼞㻙㼕㼚㼕㼠㼕㼍㼘㻌 㻌 㻗㻌㻯㻌 㻌 㼏㼘㼡㼟㼠㼑㼞㻙㼕㼚㼕㼠㼕㼍㼘㻌 㻌 㻗㻌㻯㻌
⤊Ꮚ㡢 [ CVC ]
㻌 㼒㼕㼚㼍㼘㻌 㼏㼛㼚㼟㼛㼚㼍㼚㼠㻌 㼟㼕㼓㼚㻌 㻌 㻯㻌㻗㻌 㻌 㼒㼕㼚㼍㼘㻌㼏㼛㼚㼟㼛㼚㼍㼚㼠㻌㼙㼍㼞㼗㻌 㻌
㻌㻌㼍㼙㼍㼞㼕㼢㻌㻌㻗㻌㻯㻌
表 2: cluster-initial, cluster-ﬁ nal consonantおよびﬁ nal consonant signの範囲。
クラスタ先頭子音またはクラスタ末子音、終子音のための文字が特別に符号化されていない
位置には---を記入している。言語により文字の音価が異なるため、図 3、図 4をもとに音価
を記入した。ソヨンボ文字におけるサンスクリット語終子音、チベット語終子音表記は提案
書[9]では明らかでないため、サンスクリット語およびチベット語の表記での利用は推定で
ある。両言語で終子音として現れないと思われる位置については、サンスクリット語につい
て参考文献[15]、チベット語について参考文献[16]を参照した。各文字の用法の詳細につ
いては3.1節および3.2節を参照されたい。
 ᑐᛂࡍࡿ
Ꮚ㡢ᩥᏐྡ
Soyombo Zanabazar Square
 Mongolian Sanskrit Tibetan Mongolian Sanskrit Tibetan
ࢡࣛࢫࢱ
ඛ㢌Ꮚ㡢
㻸㻭㻌 U+11A84(l) U+11A84(l) U+11A84(l) 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌
㻿㻴㻭㻌 U+11A85(sh) U+11A85(sh) U+11A85(sh) 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌
㻿㻭㻌 U+11A86(s) U+11A86(ś) U+11A86(ś) 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌
㻾㻭㻌 U+11A87(r) U+11A87(r) U+11A87(r) 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 U+11A3A(r)
⤊Ꮚ㡢
ࡲࡓࡣ
ࢡࣛࢫࢱ
ᮎᏊ㡢
㻷㻭㻌 U+11A88(g) U+11A88(k)? U+11A88(k)? 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌
㻷㻴㻭㻌 U+11A89(k) 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌
㻺㻳㻭㻌 U+11A8A(ng) U+11A8A(ng)? U+11A8A(ng)? 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌
㼀㻭㻌 U+11A8B(d) U+11A8B(t)? U+11A8B(t)? 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌
㻺㻭㻌 U+11A8C(n) U+11A8C(n)? U+11A8C(n)? 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌
㻼㻭㻌 U+11A8D(b) U+11A8D(p)? U+11A8D(p)? 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌
㻹㻭㻌 U+11A8E(m) U+11A8E(m)? U+11A8E(m)? 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌
㼅㻭㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 U+11A3B(ya)
㻾㻭㻌 U+11A8F(r) 䇷䇷䇷㻌 U+11A8F(r)? 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 U+11A3C(ra)
㻸㻭㻌 U+11A90(l) U+11A90(l)? U+11A90(l)? 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 U+11A3D(la)
㼂㻭㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 U+11A3E(va)
㻿㻴㻭㻌 U+11A91(sh) 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌
㻿㻭㻌 U+11A92(s) 䇷䇷䇷㻌 U+11A92(s)? 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌
㻙㻭㻌 U+11A93(a) 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌 䇷䇷䇷㻌
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表 3: 両文字の符号案に含まれる発音記号類の差。
ﬁ nal consonant mark, virama, subjoinerに関しては3.1節を参照されたい。
㻌 Soyombo Zanabazar Square
㻌 㼒㼕㼚㼍㼘㻌 㼏㼛㼚㼟㼛㼚㼍㼚㼠㻌 㼙㼍㼞㼗㻌 䇷䇷䇷㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻟㻟㻌
㻌 㼢㼕㼞㼍㼙㼍㻌 䇷䇷䇷㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻟㻠㻌
㻯㼍㼚㼐㼞㼍㼎㼕㼚㼐㼡 䇷䇷䇷㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻟㻡䡚㼁㻗㻝㻝㻭㻟㻣㻌
㻭㼚㼡㼟㼢㼍㼞㼍 㼁㻗㻝㻝㻭㻥㻠㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻟㻤㻌
㼂㼕㼟㼍㼞㼓㼍 㼁㻗㻝㻝㻭㻥㻡㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻟㻥㻌
㻌 㼓㼑㼙㼕㼚㼍㼠㼕㼛㼚㻌 㼙㼍㼞㼗㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻥㻢㻌 䇷䇷䇷㻌
㻌 㼟㼡㼎㼖㼛㼕㼚㼑㼞㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻥㻣㻌 䇷䇷䇷㻌
87ソヨンボ文字とザナバザル方形文字のISO/IEC 10646追加提案の分析
示した。
　また、表 3に整理するように、ソヨンボ文字
には subjoiner （U+11A97）があるがviramaがな
いのに対し、ザナバザル方形文字にはvirama
（U+11A34）に加えて終子音記号（U+11A33）が
あることも注目される。本稿では、終子音を表記
するにあたり、特定の終子音価だけを指示するも
のを終子音符号、どの子音文字に付加しても終子
音を指示させる共通的なものを終子音記号と呼ん
で区別した（訳としては提案書での signの訳語に
「符号」、markの訳語に「記号」を対応づけている）。
さらに、ソヨンボ文字にはあるgemination mark（長
子音記号）がザナバザル方形文字に無い、などの
差異も見える。gemination mark（U+11A96）はka
（U+11A5C）が長子音化したkka音を複合子音的
に表記する際に、ソヨンボ文字の上部の逆三角形
が2重化したもの（図 1の64番を参照されたい）
を長子音記号として抽出したものである。ザナバ
ザル方形文字はソヨンボ文字の逆三角形に相当
する構造がなく、また、kka音を表記するための
特殊な字形もまだ見つかっていないため、ザナバ
ザル方形文字の中では提案されていないと思われ
る。しかしソヨンボ文字においても、このような
表記はkka音についてのみ知られているため、伝
統的には「kka音を表記する合字」として認識さ
れていた可能性があり、長子音化のための独立し
た記号が存在すると解釈されていたかははっきり
しない。
　この他、本稿では深く立ち入らないが、ザナ
バザル方形文字にはcandrabindu （鼻母音記号）
とvisarga（鼻音記号）の両方があり、さらに
candrabinduは装飾がついているものを個別に符号
化して合計3種類あるのに対し、ソヨンボ文字に
は単体としてはvisargaしかなくcandrabinduはソ
ヨンボ記号のU+11A9Dに組み込まれたものしか
ない、などの違いがある。
 3．両文字符号の設計の差異
3.1. 複合子音の表現と符号化方法
　両文字の文字表の最大の違いは、両文字とも
virama modelを基盤にしたとされるが、ソヨンボ
文字にはviramaがないという点である。2.2節で
述べたように、終子音を表記するのに通常の子音
文字に何らかの記号を付加して示す場合、この記
号をviramaと呼び、virama modelとはこれを符号
化文字列において複合子音を構成するための制御
文字として転用するのであった。ソヨンボ文字の
場合、図 8に示すように、クラスタは縦方向に連
結するが、文字図形の大半を基本図形（全てのソ
ヨンボ文字に共通する、上部の逆三角形と、右側
の太い縦画）で埋めているため、クラスタの最後
の子音文字は図 9に示すように小さく変形されて
しまっており、そこにさらに何らかの記号を記入
することは表記の都合上現実的でない。
　そこで、ソヨンボ文字の表記では独立した
viramaによって終子音を示すのではなく、図 10、
図 11に示すように子音文字を変形した終子音符
図 8: ソヨンボ文字の通常の複合子音の例[17]。
kriはka（主体を成している部分）, ra（下側に見える
三角形）, i（最上部の弓型の符号）のクラスタであり、
raは三角形の部分のみ残して縦方向に結合している。
図 9: ソヨンボ文字のクラスタ内部の字形。
提案文字名、単字字形、クラスタ内字形を並べて示している。単字であれば全体が示されるが、クラ
スタの中では基本図形を取り除いた核のみが使われる。[9]より引用。
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号を使って終子音を表記している。
　以上の状況で、ソヨンボ文字には本来の意
味でのviramaが見つかっていない。そこで、
Anshumanの提案では subjoinerという、viramaの
複合子音を表現するための機能だけを取り出した
制御文字を追加している（図 12）。しかしながら、
同時に12個の終子音符号も別途符号化しており
（図 13）、virama modelと subjoined modelが混ざっ
た設計になっているのである。さらに、この12
個の終子音符号の文字名はモンゴル語音に基づ
いて命名され（図 6の終子音符号と、表 2の子音
文字名およびモンゴル語表記の音価を比較された
い）、また、その順序で排列されていることにも
注意が必要である（排列に関しては3.3節で述べ
る）。ただし、図 10、図 11では元の子音文字との
対応を判り易くするため、終子音符号の文字名で
はなく、元の子音文字の名前で注記している。
　以上にソヨンボ文字の複合子音と終子音の表記
方法について整理した。文字の設計上本来の意味
でのviramaがなく、そのために subjoinerと終子音
符号群が符号化されているのである。それではザ
ナバザル方形文字ではどうだろうか。ザナバザル
方形文字は図 14に示すように終子音記号を用い
る。ソヨンボ文字との差の理由は不明であるが、
ザナバザル方形文字は縦方向のクラスタを用いる
事例が少ないことや、ソヨンボ文字のように同一
図 14: ザナバザル方形文字でのモンゴル語終子音表記の例。
冒頭の音節「jir」は縦方向に連結したクラスタにはなっておらず、「ji」と「r」を並べており、「r」は「ra」（U+11A2B）
の字形の下に点（終子音記号）が打ってあることに注意されたい。
図 11: 各終子音符号の由来となる、もとの子音文字の図形部分。
子音文字全体を灰色、終子音符号に用いられる部分を黒色で示す。左から順にka, kha, ga, ta, na, pa, ma, ra, la, 
sha, sa, -a字について示した。[9]より引用。
図 10: 母音文字a（灰色で示す部分）に終子音符号を付加した場合のクラスタ。
左から順にka, kha, ga, ta, na, pa, ma, ra, la, sha, sa, -aに基づく終子音符号を付加したクラスタ。母音文字aの部
分を灰色、終子音符号の部分を黒色で示している。終子音rの符号がクラスタ「kri」の中のrの字形とは異なること
に注意されたい。[9]より引用。
図 12: subjoinerの機能模式図。
右側のような符号化文字列が、左側のように表示され
る。subjoinerを使わなければ上段のように単に並べて
扱われ、subjoinerを挿入することで下段のようにクラ
スタを合成させる。[9]より引用。
図 13: 終子音符号の機能模式図。
右側のような符号化文字列が、左側のように表示され
る。subjoinerは使わずに結合できることに注意された
い。[9]より引用。
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の核から複数の変形を作るほど装飾性が高くない
という理由もあったかもしれない。
　この終子音記号やviramaは図 15の例のように
子音文字に後置して結合させるという符号化方式
をとる。
　しかし、図 16に示すように、ザナバザル方形
文字でチベット語・サンスクリット語の終子音を
表記した際に付加される記号は、モンゴル語を表
記した場合のそれと異なるとされ、前者がvirama
（U+11A34）、後者が終子音記号（U+11A33）とし
て符号化されている。チベット語・サンスクリッ
ト語の表記においてはviramaにより複合子音を
図 15: 終子音記号の付加を行う符号化文字列の例[8]。
終子音、ザナバザル方形文字の表現および符号化文字
列の例。終子音記号は子音文字に後置する。
この終子音記号やviramaは図 15の例のように子音文
字に後置して結合させるという符号化方式をとる。
図 16: ザナバザル方形文字およびその他のインド系文
字でのviramaの用例[5] 。
上段からランジャナ文字、ワルトゥ文字、ザナバザル
方形文字、チベット文字で表記されている。図に示し
た部分の最も左側に見える文字（各文字におけるra）
は、全てvirama記号が付加されている。
図 17: チベット語の終子音を終子音記号で表記してい
る例[5]。
最上段の最も左側に見える文字はモンゴル語表記には
用いない文字（ga、図 4を参照されたい）であるが、
図 14と同様の点が付加されている。
図 18: 通常のクラスタ合成とcluster-initialを用いる異
体字の例。
通常は上段のように最初の子音字（この例ではra）の
形がそのまま残り、2番目以降の子音字（この例では
va）が変形される。しかし、下段のように2番目の子
音字の形が残って最初の子音が変形する場合がある。
[9]より引用。
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制御し、また終子音も表記できるが、モンゴル語
の表記においては複合子音をviramaによって結合
し、終子音の表記はviramaではなく終子音記号を
使うのである。発見されている文字資料の中には
図 17のようにチベット語の終子音を終子音記号
で表記しているものがあるが、Anshumanはこれ
を誤写によるものとしている。
3.2. クラスタ先頭の子音の字形変化とその符号
化方法
　また、ソヨンボ文字のクラスタ合成の特殊な
例として、通常は図 8に示すように2つめ以降の
子音文字が変形されるところを、図 18に示すよ
うに la, sha, sa, raの4つの子音が最初に現れると、
最初の子音の方が変形される場合がある。この
例外的な変形が必要かどうかは、文脈などから
決定する方法が見つかっていないため、文字符
号のレベルで指示する方法が必要と考えられた。
subjoinerは後続する子音文字を変形する機能を持
つとは言えるが、本来は終子音記号のように、先
行する文字に結合する制御文字であるから、クラ
スタ先頭の子音文字より前に subjoinerを配置して
subjoined formに変形することはできず、そのた
め別字として符号化されたと思われる。しかし、
この4つの文字でだけ例外的な変形が発生する理
由ははっきりしていない 6。
　ザナバザル方形文字の場合は、共用性がある終
子音記号により終子音を表記できるため、ソヨン
ボ文字のような終子音表記専用の子音符号を別字
符号化する必要はないはずだが、一部の文字は表
記言語によってクラスタを成す際の変形が異なる
とされ、チベット語表記用の字形をcluster initial 
consonant （ra）、cluster final consonants （ya, ra, la, 
図 19: Anshumanが整理したザナバザル方形文字の
クラスタ先頭・クラスタ中字形の言語依存性[8]。
サンスクリット語表記ではほとんど字形変形しない
が、チベット語表記のクラスタ先頭のr、クラスタ中・
末のy, r, l, vは変形するため、この5文字を別字符号化
するとした。
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va）7として別字符号化している。これにより、
ザナバザル方形文字の符号設計もまた subjoined 
modelの性格を持つようになっている。
3.3. 文字同定に見える差異
　本稿冒頭に述べたように、両文字体系とも、全
体として表音文字ではあるが、表記する言語に
よってどの文字がどの音価を示すかが異なるた
め、文字を単体で取り出してその音価を決定する
ことはできない。そのため、ISO/IEC 10646が文
字に付加する「文字名」をどのように定めるかが
問題となる。Anshumanの提案における符号位置、
および文字名に見える音価と、対応する字形に
関する1998年のモンゴル提案 [10]での文字番号、
Shagdarsürüngによる文字表 [4]の番号、Rintschen
による文字表 [17]の番号を表 4に示した。この中
で、先行研究やモンゴル提案はほぼ順序が一致し
ているのに対し、Anshumanの提案には子音の出
現順序にかなりの入れ替わりがあることがわか
る。また、Shagdarsürüngの整理では、ザナバザ
ル方形文字のba （U+11A20）とされるものには「モ
ンゴル語・チベット語・サンスクリット語のva
を表記する文字（25番）」「サンスクリット語の
baまたはpaを表記する文字（45番）」の2種があ
ると考えているなどの文字同定の基準の違いがあ
り 8、また、図 1に示したように伝統的な整理で
は複合子音を表記するための合字を1文字と数え
る場合などがあるため、文字番号が単純に1:1で
対応づかないことには注意が必要である。以下に
この排列の違いの背景を整理する。
　当初のモンゴル提案 [10]では、まずモンゴル
語表記の際のモンゴル音を基調として文字名を
「SOYOMBO LETTER GA」などのように定め、
さらにチベット語・サンスクリット語表記にし
か用いられない文字には「SOYOMBO LETTER 
GALIG GA」のように転写用gaと命名する手法を
とっていた。これはチベット語・サンスクリット
語の発音を用いた場合、前述のように異なる文字
で音価が衝突するためである。伝統的なソヨンボ
文字の整理手法は、まずモンゴル語表記に用いる
ものと、チベット語・サンスクリット語表記にの
み用いるものに分類した上で、それぞれインド系
文字の子音排列（ka, kha, ga, gha, nga, ca, cha, ja, …）
で並べるという手法で、図 1に示す文字表もその
ような構造である。表 4では、それぞれの文字表
でモンゴル語表記には用いられないとするものを
灰色で塗って示した。
　Anshumanの提案では伝統的手法にみられる文
字分類の二重構造を避け、最も区別できる音価が
多いチベット語表記の際の発音を利用して文字名
を定め、また各文字に符号位置を割り振る順序も
チベット語排列に従っている。この方針は、ソヨ
ンボ文字の資料の大半が仏典であること、モンゴ
ル仏教がチベット仏教に強く影響を受けているこ
とを考えれば一つの合理的な態度であろう。
　しかしながら、この手法は十分な文字資料を得
て、音価の同定が安定していることが前提である。
特にザナバザル方形文字の文字資料はソヨンボ文
字よりもさらに少なく、また研究者間での文字同
定も一致していない状況であり 9、全ての文字の
音価を現時点で十分安定して評価できるかには疑
問が残る。Anshumanの提案の中でも、図 3・図 4
に示したように、どの文字がどの言語の表記に用
いられ、どのような発音を表記しているかの状況
に違いがあることには注意が必要である。
　また、Anshumanは整理方針を両文字で同一とし
たが、文字名の対応がつかない文字が1字ずつあ
り（U+11A64 SOYOMBO LETTER JHA, U+11A26 
ZANABAZAR SQUARE LETTER DZHA）、その出
現位置も異なっている。この原因は、Anshuman
による各文字の各言語での音価の調査におい
表 4: ソヨンボ文字およびザナバザル方形文字の符号化提案の音価および文字出現順序と、先行研究の文
字表に見える文字番号の比較。灰色部分は提案および各研究でモンゴル語表記に用いないと考えているも
のである。
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㻭㻵㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻡㻣㻌 㻟㻝㻌 㻥㻌 㻝㻢㻌 㻭㻵㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻜㻣㻌 㻥㻌
㻭㼁㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻡㻤㻌 㻟㻜㻌 㻤㻌 㻝㻡㻌 㻭㼁㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻜㻤㻌 㻤㻌
consonant
㻷㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻡㻯㻌 㻟㻞㻌 㻝㻜㻌 㻝㻣㻌 㻷㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻜㻮㻌 㻝㻜㻌
㻷㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻡㻰㻌 㻟㻟㻌 㻝㻝㻌 㻝㻤㻌 㻷㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻜㻯㻌 㻝㻝㻌
㻳㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻡㻱㻌 㻣㻜㻌 㻠㻢㻌 㻡㻡㻌 㻳㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻜㻰㻌 㻟㻤㻌
㻳㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻡㻲㻌 㻣㻝㻌 㻠㻣㻌 㻡㻢㻌 㻳㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻜㻱㻌 㻟㻥㻌
㻺㻳㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻢㻜㻌 㻟㻠㻌 㻝㻞㻌 㻝㻥㻌 㻺㻳㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻜㻲㻌 㻝㻞㻌
㻯㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻢㻝㻌 㻟㻡㻌 㻝㻟㻌 㻞㻜㻌 㻯㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻝㻜㻌 㻝㻟㻌
㻯㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻢㻞㻌 㻟㻢㻌 㻝㻠㻌 㻞㻝㻌 㻯㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻝㻝㻌 㻝㻠㻌
㻶㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻢㻟㻌 㻣㻞㻌 㻠㻤㻌 㻡㻣㻌 㻶㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻝㻞㻌 㻣㻞㻌
㻶㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻢㻠㻌 㻣㻟㻌 㻠㻥㻌 㻡㻤㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌
㻺㼅㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻢㻡㻌 㻟㻣㻌 㻝㻡㻌 㻞㻞㻌 㻺㼅㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻝㻟㻌 㻝㻡㻌
㼀㼀㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻢㻢㻌 㻣㻠㻌 㻡㻜㻌 㻡㻥㻌 㼀㼀㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻝㻠㻌 㻟㻜㻌
㼀㼀㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻢㻣㻌 㻣㻡㻌 㻡㻝㻌 㻢㻜㻌 㼀㼀㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻝㻡㻌 㻟㻝㻌
㻰㻰㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻢㻤㻌 㻣㻢㻌 㻡㻞㻌 㻢㻝㻌 㻰㻰㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻝㻢㻌 㻟㻞㻌
㻰㻰㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻢㻥㻌 㻣㻣㻌 㻡㻟㻌 㻢㻞㻌 㻰㻰㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻝㻣㻌 㻟㻟㻌
㻺㻺㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻢㻭㻌 㻣㻤㻌 㻡㻠㻌 㻢㻟㻌 㻺㻺㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻝㻤㻌 㻟㻠㻌
㼀㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻢㻮㻌 㻟㻤㻌 㻝㻢㻌 㻞㻟㻌 㼀㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻝㻥㻌 㻝㻢㻌
㼀㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻢㻯㻌 㻟㻥㻌 㻝㻣㻌 㻞㻠㻌 㼀㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻝㻭㻌 㻝㻣㻌
㻰㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻢㻰㻌 㻣㻥㻌 㻡㻡㻌 㻢㻠㻌 㻰㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻝㻮㻌 㻠㻟㻌
㻰㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻢㻱㻌 㻤㻜㻌 㻡㻢㻌 㻢㻡㻌 㻰㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻝㻯㻌 㻠㻠㻌
㻺㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻢㻲㻌 㻠㻜㻌 㻝㻤㻌 㻞㻡㻌 㻺㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻝㻰㻌 㻝㻤㻌
㻼㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻣㻜㻌 㻠㻝㻌 㻝㻥㻌 㻞㻢㻌 㻼㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻝㻱㻌 㻝㻥㻌
㻼㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻣㻝㻌 㻠㻞㻌 㻞㻜㻌 㻞㻣㻌 㻼㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻝㻲㻌 㻞㻜㻌
㻮㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻣㻞㻌 㻤㻝㻌 㻡㻣㻌 㻢㻢㻌 㻮㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻞㻜㻌 㻞㻡㻘㻠㻡㻌
㻮㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻣㻟㻌 㻤㻞㻌 㻡㻤㻌 㻢㻣㻌 㻮㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻞㻝㻌 㻠㻢㻌
㻹㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻣㻠㻌 㻠㻟㻌 㻞㻝㻌 㻞㻤㻌 㻹㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻞㻞㻌 㻞㻝㻌
㼀㻿㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻣㻡㻌 㻥㻤㻌 㻣㻠㻌 㻤㻟㻌 㼀㻿㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻞㻟㻌 㻙㻌
㼀㻿㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻣㻢㻌 㻥㻥㻌 㻣㻡㻌 㻤㻠㻌 㼀㻿㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻞㻠㻌 㻙㻌
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consonant
㻰㼆㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻣㻣㻌 㻝㻜㻜㻌 㻣㻢㻌 㻤㻡㻌 㻰㼆㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻞㻡㻌 㻠㻜㻌
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻰㼆㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻞㻢㻌 㻠㻝㻌
㼆㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻣㻤㻌 㻝㻜㻝㻌 㻣㻣㻌 㻤㻢㻌 㼆㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻞㻣㻌 㻟㻡㻌
㼆㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻣㻥㻌 㻝㻜㻞㻌 㻣㻤㻌 㻤㻣㻌 㼆㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻞㻤㻌 㻟㻢㻌
㻙㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻣㻭㻌 㻝㻜㻟㻌 㻣㻥㻌 㻤㻤㻌 㻙㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻞㻥㻌 㻟㻣㻌
㼅㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻣㻮㻌 㻠㻠㻌 㻞㻞㻌 㻞㻥㻌 㼅㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻞㻭㻌 㻞㻞㻌
㻾㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻣㻯㻌 㻠㻡㻌 㻞㻟㻌 㻟㻜㻌 㻾㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻞㻮㻌 㻞㻟㻌
㻸㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻣㻰㻌 㻠㻣㻌 㻞㻡㻌 㻟㻞㻌 㻸㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻞㻯㻌 㻞㻠㻌
㼂㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻣㻱㻌 㻠㻢㻌 㻞㻠㻌 㻟㻝㻌 㼂㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻞㻰㻌 㻠㻞㻌
㻿㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻣㻲㻌 㻠㻤㻌 㻞㻢㻌 㻟㻟㻌 㻿㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻞㻱㻌 㻞㻢㻌
㻿㻿㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻤㻜㻌 㻤㻟㻌 㻡㻥㻌 㻢㻤㻌 㻿㻿㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻞㻲㻌 㻢㻥㻌
㻿㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻤㻝㻌 㻠㻥㻌 㻞㻣㻌 㻟㻠㻌 㻿㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻟㻜㻌 㻞㻣㻌
㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻤㻞㻌 㻡㻜㻌 㻞㻤㻌 㻟㻡㻌 㻴㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻟㻝㻌 㻞㻤㻌
㻷㻿㻿㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻤㻟㻌 㻡㻝㻌 㻞㻥㻌 㻟㻢㻌 㻷㻿㻿㻭㻌 㼁㻗㻝㻝㻭㻟㻞㻌 㻞㻥㻌
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て、SOYOMBO LETTER JHA （U+11A64）はサン
スクリット語・チベット語のどちらにも用いら
れ る が、ZANABAZAR SQUARE LETTER DZHA 
（U+11A26）はサンスクリット語専用としてしまっ
たことによると思われる。
　しかし、図 20、図 21に示すように、伝統的な
ソヨンボ文字の整理法に従ったShagdarsürüngの
文字表 [4]は（ザナバザル方形文字の同定済み文
字数が少ないものの）この両文字は対応する排列
位置に出現し、さらに同一の音価を持つと推定さ
れていたのである。
４．まとめ
　本稿では、ソヨンボ文字・ザナバザル方形文字
の ISO/IEC 10646への追加提案の動向とその提案
内容をごく簡単に比較した。ソヨンボ文字・ザナ
バザル方形文字がインド系文字、特にチベットの
インド系文字に由来することには間違いなく、符
号化方式もインド系文字の前例を踏襲することが
望ましいであろう。両提案ともvirama modelをも
とにしているが、言語によって変わる表記法を文
字符号に反映させるため、少なからず subjoined 
modelを取り込んでいる。しかし、インド系文字
の符号化方式の設計には十分安定した文字の同
定と正書法の把握が必須であり、単純なvirama 
modelでも subjoined modelでも不十分であるなら
ば、これらの文字の研究が標準文字符号設計に耐
えるほど成熟しているかには十分注意を払うべき
であろう。
　ソヨンボ文字・ザナバザル方形文字は同一文字
でも表記する言語によってクラスタ合成規則の違
いが見られるが、その規則の発生原因や時代的な
変化 10は明らかでなく、また、現在の提案に組み
込まれた規則性で尽くされると言えるかも不明で
ある。たとえばザナバザル方形文字の資料ではチ
ベット語の終子音をviramaによって表現している
例があるが、ソヨンボ文字提案ではこれに対応す
る需要があるのか触れられておらず、モンゴル語
表記のための終子音符号12個しか検討されてい
ない 11。他にも、ソヨンボ文字のクラスタ先頭の
子音がなぜ4文字だけ特殊な字形変形をするのか、
ザナバザル方形文字のチベット語表記においてな
ぜ4文字だけ特殊な字形変形をするのか、などが
明らかでないため、それぞれ現在の提案の4文字
を別字符号化すれば済むのか、今後の追加可能性
を配慮するべきかは、現時点では判断材料が少な
すぎるのではないだろうか。
　2014年以降にこの標準化に対して意見を
発しているモンゴル国の文字研究者であるR. 
Otgonbaatar氏、S. Demberel氏は、どちらの文
字もまだ研究が十分成熟しておらず、国際標準
化は時期尚早であるという意見を提出している
[19][20]。
図 20: Shagdarsürüngのソヨンボ文字整理表に見えるJHA字（49番） [4]。
46番からはモンゴル語表記に用いられない文字群である。
図 21: Shagdarsürüngのザナバザル方形文字整理表に見えるDZHA字（41番）[4]。 
38番からはモンゴル語表記に用いられない文字群である。前後排列が図 20のソヨンボ文字のJHA字
と対応づいていることに注意されたい。
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注
1 この文字の日本語での名称は十分に安定している
とは言い難い。ここでは提案書のZanabazar Square 
scriptを単純に和訳した名前としてザナバザル方形
文字と呼んだ。
2 参考文献 [3]にも同様に伝統的排列に従ったソヨン
ボ文字表が掲載されているが、どの文字がモンゴ
ル語表記に必要かという判定は参考文献 [4]とは若
干異なり、たとえば図中15番目の文字をモンゴル
語表記には不要としている。このような差異から
も、この文字の特性の理解はまだ不安定といえる
であろう。
3 本稿では ISO/IEC JTC1/SC2/WG2で使用される名称
としてランジャナ文字と呼んでいるが、言語学大
辞典のチベット文字の項 [6]などではランツァ文字
と呼んでいる。
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4 オンドゥル・ゲゲンがどのようにこの文字を作っ
たかは明確に記録したものはなく、また正書法を
定義した文書なども見つかっていない。
5 機能としてはソヨンボ文字は縦書きモンゴル文字
よりもさらに正確にモンゴル語発音を表記できた
と考えられる [3]。
6 チベット文字でもクラスタの上側の文字が変形す
る例（上加字）があるが、これは ra, la, saに限られる。
7 チベット文字のクラスタの下側で文字が変形する
もの（下加字）は ra, ja, wa, laであり、この4文字
とは異なる。
8 Shagdarsürüngの他、Karaも同様の整理をしている
[18]。
9 たとえば2005年にByambaaが伝統的な文字表に
含まれないザナバザル方形文字4つを報告したが
[5]、そのうち3文字は同字形のものが1952年の
Rintschenの文字表 [17]に含まれていたことなどが
あり、研究者間での合意形成が十分であるかには
疑問が残る。
10 たとえばOtgonbaatarはザナバザル方形文字の終子
音記号の時代的変遷を報告している [20]が、子音
文字などについてもモンゴル語表記に用いられな
い文字は（最初からあったのではなく）後から追
加されたのではないかとのことであった。
11 たとえばサンスクリット語では終子音に - があり
うるが、これを表記する子音文字（nna）はモンゴ
ル語表記には用いないため、ソヨンボ文字の終子
音符号もこれに対応するものは提案されていない。
